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パキスタンのシンド州およびバルチスタン州で発生している壊滅的な洪水により、1,400 人以上が

死亡、少なくとも 3,300 万人が避難し、同国の農業のほとんどが被害を受け、飲料水は汚染され、

水系感染症が広がり、人員、資源共に不足している保健・緊急サービス労働者に対する要求がかつ

てないほど高まっていることに深い憂慮を表する。  

私たちは、この大災害の最前線に立つ労働者と、危機に直ちに対応し、最も脆弱なコミュニティへ

の救援に当たり、労働者の結集に当たった PSI 加盟組合および他の組合に対し、敬意と連帯を表明

する。 

私たちは、救援・救助活動で主導的な役割を担っている女性保健労働者が担う特別な役割への認識

を新たにする。この点において、私たちは政府と国際社会に対し、WHO が推奨するように保健予算

を GDP の少なくとも 5％まで大幅に増額し、プライマリー・ヘルスケアに従事する労働力に十分な

人員の提供を図り、生活賃金を支給するための資金を確保するよう要請する。  

私たちは、これが主に高所得国における化石燃料の過剰消費によって引き起こされる気候危機の結

果であるとの認識を持っている。また、パキスタンが世界気候リスク指数で最も脆弱な国のひとつ

にランクされており、今後も気候に関連した災害に直面するであろうとの認識を持っている。パキ

スタンが置かれた状況は、気候危機が、この問題に最も関わりのない人々に最も過酷な影響を与え

ていることを改めて示している。  

私たちは、パキスタンが直面している高い債務負担と経済危機が、災害によってさらに悪化するこ

とに懸念を表明する。IMF をはじめとする国際機関が、歴史的に災害や政府債務危機を緊縮財政を

強いる理由として利用してきたことを、私たちは知っている。債務返済は、貧困削減、労働者への

支払い、危機への対処に使われるべき限られた資源を食い潰すこととなっている。私たちは、IMF

とすべての債権者に対し、パキスタンの公的債務の帳消しを求める。また、高汚染国（訳注：温室

効果ガス高排出国）が気候という面において債務を負っていることを各国が認識し、その結果とし

て、温暖化の影響を大きく受けた国の公的債務を帳消しにするよう求める。APREC は、パキスタン

の PSI 加盟組合が債務救済のための地域キャンペーンに参加する動きを歓迎する。 

私たちはパキスタン政府に対し、公共緊急サービスにおけるディーセント・ワークに関するガイド

ラインの適用を図るよう要請する。 

私たちは、パキスタンの加盟組合による危機への対応に連帯を示し、危機に対応する労働者の安全

衛生の向上、経済の公正かつ公平な移行、質の高い公共サービスを求める組合の力の増大を図るこ

とを決意する。私たちは、世界中の PSI 加盟組合に連帯基金への寄付を呼びかけることとする。 


